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 (
行動しよう
！
 
危険な
安倍9条改憲を止める、
３０００万人署名にはずみをつけよう！！
　
(女性の会の街頭署名活動に参加しよう)
日程は、３月中旬に予定しています。
来年(
2019年
1月予定)
の北九州市長選挙
で
女性の願いを
届けよう！！
　
子育て、老後、働き方など、平和
と
くらしを
守る
北九州
市を
女性のがんばりで
実現し
ましょう！！
　
引き続き
「慰安婦問題の早期解決」に向けて活動
します。
　活動を支える物品販売
は
「女性の会」の財政づくり
です。
みなさんの
ご協力をお願いします。
　
)
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 (
日時　２０１８年２月１６日
(
金
)
　
１８：３０～２０：０
０
　　　
会場　
戸畑生涯学習センタ
ー
)
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 (
2015
年
８月３０日　「だれの子どももころさせない」安保関連法案に反対する、
ママとばぁばのレッドアクション
)
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 (
主　催
　平和とくらしを守る北九州女性の会　
連絡先　平和とくらしを守る北九州市民の会
内
　℡093-592-5000
)
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 (
　　　　　　　　　　　
プログラ
ム
　　　　　　　　　　　　　　　
開会あいさつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
代表あいさつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
来賓あいさつ　
講　演　　
「
憲法
9
条が変えられたら女性がどうなるか？
」
　　
黒崎合同法律
事務所
　
東　敦子
弁護士
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
経過
報告
　　　　　　　　　
フロアよりの発言　　　～　各団体の方々より　～
これからの行動
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
新役員紹介
閉会あいさつ
)





 (
【資　料】2
017年9月　「慰安婦問題の早期解決を求める」請願　市議会口頭陳情の発言を
　　　　　　　　　　　　平和のための戦争展in北九州の当日資料として掲載
)
 (
旧日本軍「慰安婦」問題の早期解決を求める活動
　
平和とくらしを守る北九州女性の会
)
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私たち「平和とくらしを守る北九州女性の会」は、「慰安婦」問題未解決が女性への暴力撤廃と日本のジェンダー平等を妨げていると考え「慰安婦」問題の真の解決を求め、市議会へ請願を繰り返し行動してきましたがいまだ採択されていません。運動をさらに強く進めるためには、市民に理解を広げることが重要との考えから２０１６年１０月１日「慰安婦」問題とジェンダー平等ゼミナール代表の吉川春子(元参議院議員)さんを講師に招き学習会を開催し、約１５０名の方にご参加いただきました。参加者から「これからの取り組みが大切だ」と意見が出されました。２０１７年６月の市議会に向けて新たに『旧日本軍「慰安婦」問題に対する誠実な対応を求める意見書の採択を求めます』請願を団体署名（134団体）、個人署名（1,883筆）を提出、８月１６日口頭陳情をしました。
 (
10
)　「日中戦争、アジア太平洋戦争期に日本陸海軍は、強姦防止、性病対策、士気高揚、機密保持の目的で慰安所を設置しました。そこで日本兵士の性の相手を強要された性奴隷です。日本軍の「慰安婦」にされたのは韓国だけではありません。日本人や朝鮮人女性は日本軍が駐屯するアジア各地に移送されたため、かなりの人数になりました。「日本軍が連行した事実はない」と発言する方がいますが、１９９３年の河野内閣官房長官の談話でも日本軍の関与は明らかにされています。市民団体の調査でも日本軍の関与や官憲の強制連行があったことが明らかにされました。このような事実を１９９７年、すべての教科書に「慰安婦」の記

述がされましたが、その後「慰安婦」を否
定する攻撃が激化し、教科書会社や一部メ
に政治家の圧力がありました。その流れは今も教科書選定に続いています。被害者の女性たちは「日本の若い人たちに知ってほしい」と強く望んでいます。２０１５年の日韓合意を持って問題は解決したと言っていますが、先に述べたように日韓だけでは解決しません。日本は、旧日本軍が組織的に犯した間違いを明確に謝罪すべきです。日本国民は正しい歴史教育をすすめ共有すべきです。歴史を歪めたままでは前に進むことはできません。女性の人権は平和であってこそ実現します。国際社会において日本女性の地位の低さは特筆すべき位置にあります。「慰安婦」問題の解決と深く関係しています｡日本にも「慰安婦」はいました。日本社会では名乗ることも補償を求めることもできなかったのです。被害者女性も高齢化し生存している方は少なくなりました。だからといって「慰安婦制度」はなかったことにしないでください。アジアはもとより世界の人々と共存できるよう、子どもたちや若い人々に教育すべきです。日本政府に対し、戦後レジームを踏まえ国際社会に果たすためにも早期解決を求めてください。市議会に強く要請します」と口頭陳情で訴えました。
[image: ]　今回も継続審議となりましたが、これからもあきらめることなく活動を続けていきます。
 (
2014
年
5
月
31
日　宣伝行動
) (
【資　
料】2
017年６月市議会に向けて　「慰安婦問題の早期解決を求める」団体/個人請願書署名　　　　　　　　　　
)
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経　過　報　告　
（2015年11月～2018年2月）
　はじめに
私たち「北九州女性の会」は、女性や子供たちが安心して暮らせる北九州市の実現を目指し、市民の会と連携し、学習をしながら女性ならではの活動をしてきました。
　以下、総会以後の活動を報告します。

これまでの運動
１）「慰安婦問題」
私たち女性の会が長年訴え続けていた「旧日本軍による慰安婦問題の早期解決」に向けての請願は北九州市議会で採択されていません。女性の会ではこの問題は引き続き市議会や市民に訴えつづけていくことを前回の総会で確認しました。再度市議会請願をするにあたり、学習会を開き多くの人に呼びかけ学習を力に市議会請願を成功させようと、五年ぶりに吉川春子さんをお呼びし2016年10月1日、小倉北区の商工貿易会館で２００名目標の学習会を計画し、革新懇・憲法共同センターの協賛、市議会議員、副議長への申し入れ、団体廻り、市内弁護士事務所訪問、９条の会へ案内チラシの郵送、案内チラシの新聞折り込みなど広範な声掛けをし、目標の２００名には届きませんでしたが、男性や若い人も含め１５０名の参加で成功させることが出来ました。
 (
2
)学習会の成功をステップに「旧日本軍による慰安婦問題の早期解決を求める請願」を６月議会提出に向け、目標を団体署名２００団体・個人署名３０００筆を決めて取り組みました。学習会で呼び掛けた団体や個人に団体廻りや署名用紙を郵送し、メーデーや５月３日の憲法集会での署名活動、北九州母親大会での会場前での署名用紙の配布や交流の広場での訴えをするなどし、団体署名134団体、個人署名1883筆を市議会へ提出しました。今回紹介議員に共産党議員５名、福岡市民ネットワーク２名の方々から承諾いただき前進することができました。８月には総務財政委員会で口頭陳情もしましたが、今回も採択になりませんでした。
世論作りをしていくことの必要性を感じ、引き続き市議会や市民に訴えつづけていきたいと思います。

２）「憲法を守る運動」
　　2015年9月に成立した「安保関連法」の廃止に向け、全国で取り組まれていた2000万署名を女性の会でも取り組み、4月10日小倉駅前で各地区・団体がリレートークで市民に廃止を訴えながら署名も取り組みました。参加者62名・署名数139筆でした。新たに全国で取り組まれている「安倍９条改憲許すな・3000万人署名」の行動として、2017年10月に行われた総選挙に向けて10月15日小倉駅前にて女性の会で「投票に行きましょう！」「憲法を守る政治を選びましょう！」と市民に訴えながら3000万署名を取り組みました。選挙期間中の急な取り組でしたが、15名の参加で宣伝行動が出来ました。この3000万署名は引き続き女性の会でも取り組みたいと思います。

さいごに
これからも「女性の会」の目的である女性や子ども、高齢者にやさしく、暮らしやすい北九州市の実現をめざして又、北九州の女性の交流の場となるよう学習や運動に引き続き取り組んでいきたいと思います


活動日誌
2015年　
10月30日　北九州女性の会総会
12月 3日　幹事会
2016年　　
2月18日　幹事会
3月30日　幹事会
4月10日　安保関連法廃止の宣伝行動
5月19日　幹事会
6月24日　幹事会（慰安婦問題の学習会）
8月10日　幹事会
9月　5日　幹事会
9月19日　幹事会
10月　1日　慰安婦問題早期解決を
求める学習会
11月21日　幹事会
（学習会総括・市議会に向けての具体化）
[image: 20151220_120116]








 (
これからの運
動
１、女性や子どもたちが、安心して住み、くらしやすい北九州市の実現を目指します。
　　　
 
２、学習会や市政チェク見学ツアーなど「女性の会」の年間計画を立てて活動します。
３、今までの運動に引き続き取り組みます。
４、「市民の会」と連携し、女性分野での活動を報告し、運動に反映できるよう努めます。
５、「女性の会」の運動や活動を「市民の会」のホームページに掲載し、広く市民に知らせます。
６、
各地区女性の会の会・加盟労働組合等、との連携をさらに強め、共同を広く呼び
か
けます。　
７、幹事会を２ヵ月に１度開き、団体や地区での運動の交流を行います。
８、財政活動に取り組みます。
)










 (
3
)
2017年　　　
2月　6日　幹事会（市議会請願に向けて）
3月16日　幹事会
（請願署名の取り組みについて）
4月20日　幹事会（請願署名の具体化）
5月　3日　憲法集会
5月　7日　北九州母親大会で宣伝活動・5月18日　幹事会
6月　5日　幹事会
6月　7日　市議会議員へ訪問活動
6月　8日　請願書提出
8月　3日　幹事会
8月16日　口頭陳情
9月27日　幹事会
10月15日　総選挙に向けて「投票に行こう！」と呼びかけ宣伝
11月22日　幹事会
2018年　　
1月　6日　幹事会（女性の会総会に向けて）
1月26日　幹事会
2月16日　北九州女性の会総会

















安い社会はできないようなきがします。
●とってもわかりやすい話で戦争の恐ろしさを感じました女性として、やはり戦争はしてはいけないことと子どもたちへ歴史の学びが大切だと思います。
●５年前に吉川さんのお話を聞いたときよりとてもわかりやすかった。今、日本の置かれている現状のこと、九条のこと、憲法のこと、女性の問題と併せ考えることができました。
●頭で知っていても深くは考えていなかったと思いました。日本にも被害者がいたことも驚きました。戦後７０年以上たっても、負の辛さ抱えていきている方たちに一日も早くおだやかな日々やと願わずにいられません。男性の方がたくさん来てたことが心強いかぎりです。
●吉川春子さんに再び会えて来てよかったと思います。日本会議の問題、女性の人権の問題が大きく出てましたが、まだまだ、これから粘り強くがんばらないといけないなと思いました。
●慰安婦問題というのは、女性の基本的回復、男性のなかの女性蔑視をなくすということであると改めて感じています。女性のなかにもまだ慰安婦はいなかった、でっち上げであるという人もいます。そういう女性のなかの意識からも変えていかないといけないと思っています。
●この問題は、日本人の心のなかにある問題ではあるけれど……。私たち女性がそれをキチンと言葉にしておかしいことはおかしいと言えるようにしなければ、だまっていてはだめです。
 (
8
)●慰安婦問題は、一貫性の問題ととらえてはいけないことを実感しました。わかりやすい説明でありがたかったです。ありがとうございました。
●やはり慰安婦問題を根本から学べてよかった。何度も繰り返し考えることで女性差別や平和の問題への前進があると考えました。
●慰安婦問題が取り上げられるようになって２０年以上ずっと学んできて、当初より日本人慰安婦の問題、ジェンダーの問題について悩んでいたことについて知ることができました。吉川春子先生の話はとてもわかりやすくも力強く、早期解決の必要性をあらためて感じることがどきました。
●遅刻しました、初めからお聞きしたかったです。ありがとうございました。写真を使って話してくださるのでとてもよくわかりました。
●日本人慰安婦問題でびっくりしましたがやっぱりとも思いました。江戸時代の遊郭が幕府が作った。大名の遊び場だったと知り女性のしいたげることによって政治をしていたことがとても腹が立ち、ずっと前から女性蔑視の基礎があり、女性の性をそういう風に扱うことが当然と思っていた男性社会があったと思います。男女平等がとても大切だと思います。
●山口から参加しました。３月に山口に来ていただいて話していただきましたが、今回はまた進化したお話で話を聞いて大変良かったです。講演を聞くたびに元気になります。今後の方針が見えてきました。山口県は、９月４日の県母親大会で講師に高遠菜穂子さんを招き５５０名の参加で成功させました。私は事務局長でしたが草の根運動を広げなければとつくづく思いました。
[image: IMG_20161001_113754]



 (
2016
年
10
月
1
日　「慰安婦」学習会
)
 (
【資　
料】
2016年10月1日　「慰安婦」問題の早期解決を求める学習会参加者の感想
)
　「慰安婦」学習会の感想
●この問題については、独身のころから学習し始め、現在は２人の娘の母となりました。独身の頃は自分のことと考え学習していましたが、現在は自分の娘が……」と思うと自分の時よりも辛いく、苦しい思いが強くなりました。国としては、まず国民への過去の過ちを学習させる努力が必要。９条撤廃を推し進めていますが、これについても反対し、慰安婦問題についても反対していかなくてはならないと感じました。
●パワーポイントで、文章のまとめられたものとグラフ、写真などで示していただき説明を受けたのでとてもわかりやすかった。
●国が謝罪して終わったと思っていましたが、この問題は解決していないのだと思いました。いろんな意見を聞いて勉強になりました。
●慰安婦問題は、性の問題であることから、自らの過去を語ることに大変な苦痛を伴うことだと思います。そのため全容がつかめないと思いました。吉川さんが、情熱をもって活動されてることがわかりました。歴史を後世に次ぐために資料館や記念碑の建設を進めなければならないと思いました。
●慰安婦問題は性の問題であることから、自らの過去を探ることに大変な苦痛を伴うことだと思います。そのため全容がなかなかつかめないのかもしれないと思いました。吉川さんが情熱をもって活動されていることがわかりました。歴史を後世に継ぐために資料館や記念碑の建設をすすめなければならないと思います。
●活動をずっとさされている方の話を直接聞けて良かったです。慰安婦についていろいろな本は何冊か読み、こんなに明らかな
 (
7
)
のに、なぜ日本政府は認めないのか腹がたって仕方ありません。男性がたくさん犠牲になったら扱いが違うかもしれず、女性を軽く扱っているのが、基本にあることがわかりました。本当にむかつく、おぞましいことです。
●わかりやすく問題のありかたを語っていただいたと思います。日本人一人ひとりの戦争責任を考えさせられました。この問題解決なくして、日本人として世界に胸を張れないと思います。女性こそこの問題をないがしろにせず、更に取り組みをすすめなければと思いました。がんばりましょう。
河村さんの閉会あいさつもよかったです。
●ナヌムの家に一度行きましたが、今日の学習会で慰安婦問題について日本の資料をもとにわかりやすく教えていただき大変勉強になりました。憲法や日本会議のことは、まわりに伝えていきたいと思います。
●参加してとてもよかった、独自の問題だけでないことに気づかされた。知ることの大切さ痛感!!もっと学習していきたいし、機会を設けてほしい。
●若い人たちに効果的なアピールを考えていかないと日本会議に負ける、手始めに我が子、わが孫に話していこう。慰安婦問題の歴史や問題がよくわかりました。
●慰安婦問題は日本の恥部ともいえることを初めて確認した。被害者意識は強いけど加害者意識がない、少ないことも認識し、この運動の草の根で広げていくことの大切さを学んだ。
●とても心にしみる良いお話でした。
慰安婦問題の真実は、なかなか一般国民に入っていません。男女を問わず他人を差
別することで自らの優位性を保とうとするこの「特質」を何とかしないと誰もが住み

 (
＜北九州女性の会　規約＞
この会は「平和とくらしを守る北九州市民の会」の構成団体として活動を行ないます。
この会の名称は「平和とくらしを守る北九州女性の会」（通称：北九州女性の会）とします。
この会の目的は女性や子ども、高齢者に優しく、民主的で暮らしやすい北九州市の実現をめざします。情報の交換や学習を行い、幅広く緩やかな女性のネットワークをつくり、北九州市政への提言を行ないます。
この会は会の目的に賛同する北九州市内の団体および個人の参加とします。
この会の役員は代表委員、幹事、事務局長を置き、総会で承認します。
会議は、総会、幹事会、代表委員会を開きます。
この会の財政は募金活動を行います。
この会の事務局は「平和とくらしを守る北九州市民の会」内に置きます。
　確認年月日　　　２００４年９月　３日
　確認年月日　　　２００９年３月１９日
)














 (
新役員名
簿
＜代表委員＞　　東　　敦子　　（黒崎合同法律事務所弁護士）
有光　信恵　　（（財）健和会）
兼築香保里　　（北九州市職員労働組合女性
部長）
山下　光子　　（民主商工会）
河村　智重子　（個　人）
内藤　美弥子　（新日本婦人の会）
藤沢　加代　　（日本共産党北九州市議会議員）
　＜事務局長＞
   
前田　由美子　（北九州市職員労働組合女性部）
＜　幹事　＞　　
　　　　　　
　（門司地区女性の会）
　　　　　　　　　　　　　　　（小倉地区女性の会）
　　　　　　　　東　　理恵子（八幡地区女性の会）
　　　　　　　　　　　　　　　（戸畑地区女性の会）
　　　　　　　　久好　清美　　（若松地区女性の会）
　　　　　　　　能美　はるみ　（新日本婦人の会）
　　　　　　　　川口　貴美子　（民主商工会）　
　　　　　　　　佐藤　広子　　（健和会労組）
　　　　　　　　松本　芳恵　　（
北九州市職員労働組合女性部
）
(各団体の定期大会や総会後、担当が交代する場合があります)
)
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【資　料】
2015年12月20日　戦争法反対宣伝ビラ
)
[image: ]



































 (
5
)






































 (
【資　料】2
016年10月　慰安婦問題の早期解決を求める学習会の宣伝紙
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